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組 織 改 ⾰ 提 案 中 間 報 告  
  

ジェ ン ダー 共 同 参 画 特 別 委 員 会   
  

[1]   ジェ ン ダー 共 同 参 画 特 別 委 員 会 は、 以 下 の 提 案 を い た し ま す。   
1. ⽇ 本 連 盟 理 事 会 に お け る ⼥ 性 理 事 の 割 合 に つ い て、 40 ％ を ⽬ 標 と し、 2022 年 ま で に 30 

％ と す る。   

(1999 年 施 ⾏ の 男 ⼥ 共 同 参 画 社 会 基 本 法 第 25 条 「男 ⼥ の い ず れ か ⼀ ⽅ の 議 員 の 数 は 総 数 

の ⼗ 分 の 四 未 満 で あっ て は な ら な い」 と す る 努 ⼒ ⽬ 標 に 基 づ く)   

・ 各 県 連 盟 に お い て も、 ⼥ 性 理 事 の 登 ⽤ に つ い て 努 ⼒ ⽬ 標 を 設 定 す る よ う 協 ⼒ を 求 め る。   

2 ． ⽇ 本 連 盟 各 委 員 会 に、 ⼥ 性 の 委 員 を 必 ず 選 出 す る。   

3 ． 2021 年 全 国 ⼤ 会 に 於 い て、 ジェ ン ダー 共 同 参 画 特 別 委 員 会 の 分 科 会 を 開 催 す る。   

・ 各 県 連 盟 理 事 お よ び コ ミッ ショ ナー に ご 参 加 い た だ き、 ヒ ヤ リ ン グ も 兼 ね た セッ ショ ン 

を 想 定 し て い る。   

  

[2]   当 活 動 に お け る ジェ ン ダー に 関 す る 問 題 に 着 ⽬ し、 以 下 の こ と を 提 案 い た し 

ま す。   
・ 登 録 シ ス テ ム の ⾒ 直 し   

         ①   登 録 費 の 家 族 割 引     

        ②   登 録 が 途 切 れ て も 復 活 の 際 に 奉 仕 歴 や 研 修 歴 な ど が リ セッ ト さ れ な い   な ど     

・ 表 彰 制 度 の 新 設、 お よ び ⾒ 直 し   

・ 関 連 プ ロ グ ラ ム の 企 画   

・ 各 種 委 員 会 と の 連 携   

・ 情 報 発 信   

  
 [3]    以 下 に 本 提 案 の 根 拠 を ま と め、 資 料 を 添 付 い た し ま す。   
  
＜ 根 拠 資 料 の 要 点 ＞   

１ ．  ⽇ 本 連 盟 理 事 会 の 現 在 の ⼥ 性 理 事 の 割 合 （ 2021.3.9 現 在）   

      ⽇ 本 連 盟 理 事 会 の ⼥ 性 理 事 は、 25 名 中 1 名 で あ り、 割 合 は 4. ０ % で あ る。   

２ ． ⽇ 本 連 盟 理 事 会 の 年 齢 分 布 （ 2021.3.9 現 在）   

３ ． 全 国 都 道 府 県 連 盟 の 理 事 会 ⼥ 性 理 事 の 割 合   

      各 県 連 盟 の ⼥ 性 理 事 は、 694 名 中 50 名 で あ り、 割 合 は 7.2 ％ で あ る。   

４ ． 常 設 委 員 会 の ⼥ 性 の 割 合   

      常 設 委 員 会 の ⼥ 性 委 員 は、 47 名 中 8 名 で あ り、 割 合 は 17.0 ％ で あ る。   

  5 ． 加 盟 登 録 状 況   

        ⼥ 性 指 導 者 （成 ⼈） は 37,030 名 中 10,741 名 で あ り、 割 合 は 29.5% で あ る。   
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  6 ． 他 団 体 及 び 企 業 の ダ イ バー シ ティ に 関 連 す る 取 組 みー ⼥ 性 役 員・ ⼥ 性 理 事 の 割 合   

  掲 載 企 業・ 団 体 リ ス ト   
① ア ク セ ン チュ ア (株)   
② 朝 ⽇ 新 聞 社   
③( 株) コー セー   
④( 株) ヤ ク ル ト 本 社   
⑤ ⽇ 本 ⽣ 活 協 同 組 合 連 合 会   

  
  

7.   現 在 の 登 録 シ ス テ ム の 問 題 点   
   ＊ 最 終 報 告 時 に 添 付   
  

8.   関 連 す る 社 会 的 ニュー ス   
  
＊ 別 紙 （ワー ド ⽂ 書）   

  
  
  
  

  
  



県 理事総数 内⼥性理事 割合（％） 県 理事総数 内⼥性理事 割合（％）
北海道 14 1 7.1 滋賀 9 0 0.0
⻘森 8 0 0.0 京都 15 0 0.0
岩⼿ 11 2 18.2 兵庫 24 3 12.5
宮城 16 1 6.3 奈良 16 0 0.0
秋⽥ 13 0 0.0 和歌⼭ 8 1 12.5
⼭形 13 0 0.0 ⼤阪 15 2 13.3
福島 17 3 17.6 ⿃取 16 1 6.3
茨城 13 0 0.0 島根 21 0 0.0
栃⽊ 18 3 16.7 岡⼭ 11 1 9.1
群⾺ 18 2 11.1 広島 14 0 0.0
埼⽟ 27 4 14.8 ⼭⼝ 18 1 5.6
千葉 19 2 10.5 徳島 7 0 0.0
神奈川 17 0 0.0 ⾹川 11 2 18.2
⼭梨 12 0 0.0 愛媛 8 0 0.0
東京 25 2 8.0 ⾼知 5 1 20.0
新潟 13 1 7.7 福岡 9 1 11.1
富⼭ 14 2 14.3 佐賀 8 0 0.0
⽯川 17 4 23.5 ⻑崎 13 0 0.0
福井 26 4 15.4 熊本 16 1 6.3
⻑野 15 0 0.0 ⼤分 18 1 5.6
岐⾩ 9 0 0.0 宮﨑 12 1 8.3
静岡 11 1 9.1 ⿅児島 13 0 0.0
愛知 27 0 0.0 沖縄 15 0 0.0
三重 19 2 10.5 合計 694 50 7.2

組織改⾰提案中間報告資料 
＜2021 年 3 ⽉９⽇現在＞    ジェンダー共同参画特別委員会 

 
資料 1. ⽇本連盟理事会の現在の⼥性理事の割合（2021.3.9.現在） 
 

総数 内⼥性 割合 
25 名 1 名 4.2％ 

 
資料 2. ⽇本連盟理事会の年齢分布（2021.3.9.現在） 
 

 ⼈数（⼈） 割合（％） 
20 代 0 0 
30 代 0 0 
40 代 2 8.3 
50 代 5 20.8 
60 代 7 29.2 
70 代 10 41.7 
合計 24 100.0 

 
資料 3. 全国都道府県連盟の理事会⼥性理事の割合 

 
  



資 料 4.   常 設 委 員 会 の ⼥ 性 の 割 合   

  
資 料 5.   加 盟 登 録 状 況   

  

   

⼥ 性 指 導 者 ⽐ 率   7.091 ／ 21,310   33.28%   
⼥ 性 団 委 員 ⽐ 率   3,830 ／ 14,891   25.85%   
合 計   10.941 ／ 36,201   30.22%   



資 料 6.     他 団 体 お よ び 企 業 の ダ イ バー シ ティ に 関 連 す る 取 り 組 みー ⼥ 性 役 員、 ⼥ 性 理 事 の 割 合   

  
   

ア ク セ ン チュ ア (株)   

経 営 幹 部 ⼥ 性 ⽐ 率   23%   （ →2025 年 ま で に 25 ％）   

SDGs 統 合 推 進 プ ロ グ ラ ム・ イ ン ク ルー ジョ ン ＆ ダ イ バー シ ティ   

Pride   at   Accenture   「平 等 な 社 会 こ そ が イ ノ ベー ショ ン を 促 進 す る」   

性 的 指 向 や 性 ⾃ 認 な ど の 性 的 価 値 観 を 含 む マ イ ノ リ ティ な 個 性 に 対 す る 障 壁 を 取 り 除 き、 す べ て の 社 
員 に イ ン ク ルー シ ブ な 環 境 を 保 障 す る た め の 取 り 組 み を 推 進。   

・  ⾃ 分 ら し く 活 躍 で き る よ う に   

・ ⾃ 分 ら し さ   
・ Respect   
・ Freedom   
・ Acceptance   
・ 国 連 LGBTI 企 業 ⾏ 動 基 準   
・  イ ン ク ルー シ ブ な 環 境   
平 等 な 職 場 環 境 を ⽬ 指 し て い ま す。 そ れ は、 性 的 指 向 や 性 ⾃ 認、 性 表 現 を 含 む 様々 な 個 性 を 備 え た 全 
て の 社 員 が、 「⾃ 分 ら し さ」 を ⽣ か し て 存 分 に 能 ⼒ を 発 揮 す る こ と に つ な が り ま す。   
世 界 中 の パー ト ナー と 共 に、 国 連 LGBTI 企 業 ⾏ 動 基 準 を ⽀ 持 し、 職 場 環 境 に お け る イ ン ク ルー ジョ ン 
を 促 進。   
2018 年 は チャッ ト ボッ ト （ AI を 使 ⽤ し た ⾃ 動 問 い 合 わ せ ツー ル） に よ る ⼈ 事 制 度 の 問 い 合 わ せ シ ス テ 
ム が ベ ス ト プ ラ ク ティ ス 賞 を 受 賞。 従 業 員 が 性 的 マ イ ノ リ ティ に 関 す る 社 内 制 度 に つ い て ⼈ 事 部 に 問 
い 合 わ せ る こ と で カ ミ ン グ ア ウ ト せ ざ る を 得 な い、 と い う 状 況 を 回 避 で き る よ う に 配 慮。 チャッ ト 
ボッ ト で 制 度 の 内 容 や ⼿ 続 き ⽅ 法 を 調 べ た ら 申 請 も オ ン ラ イ ン で 完 結 す る た め、 評 価 や キャ リ ア に 関 
係 す る 社 員 に 知 ら れ る こ と は な い   



朝 ⽇ 新 聞 社   

役 員 ⼥ 性 ⽐ 率   17.24%   29 ⼈ 中 5 ⼈   （ 2030 年 ま で に ３ ０ ％）   

Beyond   the   Goals   SDGs ⼥ 性 応 援 プ ロ ジェ ク ト   

「誰 も 置 き 去 り に し な い」     「新 し い も の さ し」 で 考 え よ う   

国 連 が 2030 年 ま で の ⽬ 標 と し て 掲 げ る SDGs に 賛 同   
読 者 を は じ め と す る 多 く の ス テー ク ホ ル ダー と の 議 論 を 深 め、 報 道 や 事 業 を 通 じ て 「誰 ⼀ ⼈ 取 り 残 さ 
な い」 世 界 の 実 現 を ⽬ 指 し て い る。 世 界 経 済 フォー ラ ム が 毎 年 発 表 し て い る ジェ ン ダー ギャッ プ 指 数 
ラ ン キ ン グ で、 ⽇ 本 の 低 迷 が 続 い て い る。 ２ ０ １ ９ 年 は 過 去 最 悪 の 世 界 １ ５ ３ カ 国 中 １ ２ １ 位。 特 に 
政 治 経 済 分 野 の 意 思 決 定 層 の 少 な さ が ス コ ア を ⼤ き く 下 げ る 要 因 と なっ て い る。 リー ダー 層 に ⼥ 性 が 
少 な い こ と は、 政 策 や ビ ジ ネ ス に ⼈々 の ニー ズ が ⼗ 分 に 反 映 さ れ な い こ と を 意 味 す る。 そ れ を 改 善 し 
た い   

・  誰 も 置 き 去 り に し な い   

・ 誰 ⼀ ⼈ 取 り 残 さ な い   
・  「新 し い も の さ し」 で 考 え よ う   
・  ジェ ン ダー を 超 え て、 だ れ も が ⾃ 分 ら し く ⽣ き ら れ る 未 来 を 創 る   
・  リー ダー 層 に ⼥ 性 が 少 な い こ と は、 政 策 や ビ ジ ネ ス に ⼈々 の ニー ズ が ⼗ 分 に 反 映 さ れ な い   
・ 男 ⼥ の 偏 り を な く し て い く こ と   
・  「男 性 は こ れ ま で ゲ タ を は か さ れ て き た。 も う 脱 い で も い い ん だ」   
⽇ 本 で は 「リー ダー は 男 性」 「家 事 と 育 児 は ⼥ 性」 と い う 刷 り 込 み が 家 庭 や 教 育 の 場、 メ ディ ア で も 
強 く、 こ う し た ア ン コ ン シャ ス バ イ ア ス （無 意 識 の 偏 ⾒） は、 ⼥ 性 に も 男 性 に も ⾃ 分 ら し く ⽣ き る こ 
と の 妨 げ に な る。 ２ ０ １ ６ 年 に ⼥ 性 プ ロ ジェ ク ト を ス ター ト、 グ ルー プ 内 の 部 ⾨ 間 連 携 を は か り な が 
ら、 ⼥ 性 の 多 様 な ⽣ き ⽅ に 寄 り 添 う 情 報 発 信 や 活 動 を 続 け て き た。   
２ ０ １ ７ 年 か ら は 現 場 の 記 者 の 提 案 が 発 端 と なっ て、 毎 年 ３ ⽉ ８ ⽇ の 国 際 ⼥ 性 デー を 中 ⼼ に、 ジェ ン 
ダー 平 等 に つ い て 集 中 的 に 報 道。 そ の 紙 ⾯ 企 画、 「 Dear   Girls 」 を ま と め た 冊 ⼦ は 教 育 現 場 や イ ベ ン ト 
で 活 ⽤。   
メ ディ ア ⾃ ら こ の 課 題 に 取 り 組 む た め に、 ２ ０ ２ ０ 年 ４ ⽉、 社 と し て 「朝 ⽇ 新 聞 社 ジェ ン ダー 平 等 宣 
⾔」 を 公 表 し た。   
す べ て の 国 連 加 盟 国 が ２ ０ ３ ０ 年 ま で の 達 成 を め ざ す SDGs （ Sustainable   Development   Goals ＝ 持 続 
可 能 な 開 発 ⽬ 標））。 そ の １ ７ の ⽬ 標 の ⼀ つ、 「ジェ ン ダー 平 等 の 実 現」 に 向 け て、 私 た ち は 「朝 ⽇ 
新 聞 社 ジェ ン ダー 平 等 宣 ⾔」 を 発 表 し、 取 り 組 ん で い き ま す。   
１ ． 朝 ⽇ 新 聞 紙 ⾯ や 朝 ⽇ 新 聞 デ ジ タ ル で 発 信 す る コ ン テ ン ツ は 多 様 性 を ⼤ 切 に し ま す。 取 材 対 象 や 識 
者 を 選 ぶ 際 に は、 性 別 な ど の 偏 り が 出 な い よ う ⼼ が け ま す。 朝 ⽇ 新 聞 の 朝 刊 に ほ ぼ 毎 ⽇ 掲 載 す る 「ひ 
と」 欄 を そ の 指 標 と し、 年 間 を 通 じ て 男 ⼥ ど ち ら の 性 も ４ ０ ％ を 下 回 ら な い こ と を め ざ し ま す。   
２ ． 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「朝 ⽇ 地 球 会 議」 を は じ め と す る、 朝 ⽇ 新 聞 社 が 主 催 す る 主 要 な シ ン ポ ジ ウ ム 
の 登 壇 者 は、 多 様 な 視 点 か ら 議 論 が で き る よ う に、 関 係 者 の 理 解 を 得 な が ら、 男 ⼥ ど ち ら の 性 も ４ ０ 
％ を 下 回 ら な い こ と を め ざ し ま す。   
３ ． 朝 ⽇ 新 聞 社 は、 ⼥ 性 管 理 職 を 増 や し、 管 理 職 に 占 め る ⼥ 性 ⽐ 率 を 現 状 の 約 １ ２ ％ か ら、 少 な く と 
も 倍 増 を め ざ し ま す。 男 性 の 育 休 取 得 率 を 向 上 さ せ ま す。 性 別 を 問 わ ず、 育 児 や 介 護 を し な が ら で も 
活 躍 で き る よ う に 働 き ⽅ を ⾒ 直 し、 ⼈ 材 の 育 成 に つ と め ま す。   
４ ． ジェ ン ダー 平 等 に 関 す る 社 内 の 研 修 や 勉 強 会 を 定 期 的 に 開 き、 報 道 や 事 業 に ⽣ か し て い き ま す。   
５ ． ジェ ン ダー 平 等 に 関 す る 報 道 を ま と め た 冊 ⼦ を 定 期 的 に つ く り、 教 育 現 場 や 企 業 で 幅 広 く 活 ⽤ し 
て い た だ け る よ う に し ま す。   
６ ． 宣 ⾔ 内 容 の 達 成 度 や 実 施 状 況 を 定 期 的 に 点 検 し、 公 表 し ま す   
紙 ⾯ や デ ジ タ ル な ど の コ ン テ ン ツ、 主 要 な 主 催 シ ン ポ ジ ウ ム の 登 壇 者 な ど で 男 ⼥ の 偏 り を な く し て い 
く こ と。   
⼥ 性 管 理 職 ⽐ 率 と 男 性 育 休 取 得 率 の 向 上。 社 内 の ヒ ア リ ン グ で は、 「⼥ 性 に ゲ タ を は か せ る の か」 と 
い う 声 が あっ た ⼀ ⽅ で、 「男 性 は こ れ ま で ゲ タ を は か さ れ て き た。 も う 脱 い で も い い ん だ」 と い う 意 
⾒ も 出 た。   



(株) コー セー   

役 員 ⼥ 性 ⽐ 率   28.5%   11 ⼈ 中 2 ⼈   

ダ イ バー シ ティ ＆ イ ン ク ルー ジョ ン・ 取 り 組 み １ ︓ ⼥ 性 活 躍・ LGBTQ   

ジェ ン ダー に と ら わ れ ず に 誰 も が 活 躍 す る た め に   

「ジェ ン ダー に と ら わ れ ず に 活 躍 で き る 社 会 へ の 貢 献」   い ま、 私 た ち が 叶 え た い の は、 誰 も が ⾃ 信 と 
活 ⼒ に あ ふ れ、 ⾃ 分 と ま わ り を 認 め 合 え る 未 来。 そ し て、 誰 も が 安 ⼼ し て 暮 ら せ る、 す こ や か な 地 球 の 
未 来。   
・  誰 も が ⾃ 信 と 活 ⼒ に あ ふ れ、 ⾃ 分 と ま わ り を 認 め 合 え る 未 来   

・  ⾃ 分 ら し さ を 発 揮 し て 活 躍 で き る こ と   
・ 安 ⼼ し て ⾃ ⾝ の 能 ⼒ を 発 揮 で き る   

・  ⼗ 分 な 能 ⼒ を 発 揮 で き る た め に は、 ⼀ ⼈ ひ と り の 意 欲 に 加 え、 職 場 全 体 の 意 識 向 上 も 必 要   

1999 年 の 「男 ⼥ 共 同 参 画 社 会 基 本 法」 の 施 ⾏ に 先 駆 け、 1985 年 に は コー セー グ ルー プ で 初 め て ⼥ 性 の 
取 締 役 が 就 任 す る な ど、 多 様 な 価 値 観 を 企 業 の チ カ ラ へ 反 映 す る 企 業 ⽂ 化。   
現 在、 コー セー グ ルー プ で は、 ⼥ 性 の 割 合 が 従 業 員 全 体 の 8 割 を 占 め、 様々 な 部 ⾨ で 働 い て い る。   
そ れ ぞ れ の ラ イ フ イ ベ ン ト に 合 わ せ た 柔 軟 な 働 き ⽅ が で き る 環 境 を 整 備 し、 安 ⼼ し て ⾃ ⾝ の 能 ⼒ を 発 揮 
で き る た め の 様々 な 取 り 組 み を 実 施   
STEP １ ︓ 【両 ⽴ ⽀ 援 の 取 り 組 み ︓ 制 度 整 備】   
⼦ 育 て 世 帯 の ⽗ ⺟ 双 ⽅ が 職 場 で 活 躍 す る た め に は、 ⽗ 親 側 の 積 極 的 な 育 児 参 加 が 重 要 と 考 え、 ⼥ 性 社 員 
へ の ⽀ 援 に 加 え、 男 性 育 児 休 業 制 度 の 導 ⼊。 2020 年 度 に は、 男 性 育 児 休 業 の 取 得 を 促 す た め の、 
「コー セー イ ク パ パ サ ポー ト 制 度」 を 導 ⼊。 当 事 者 と、 当 事 者 の 上 司 や 職 場 の 意 識 向 上 を 促 す た め に、 
個 別 に 制 度 利 ⽤ に つ い て の ア ド バ イ ス 等 の サ ポー ト を 実 施 し、 育 児 休 業 を 取 得 す る 男 性 社 員 に は ⽀ 援 ⾦ 
を 給 付 す る な ど   
STEP ２ ︓ 【活 躍 ⽀ 援 の 取 り 組 み ︓ ⾵ ⼟ づ く り】   
⼗ 分 な 能 ⼒ を 発 揮 で き る た め に は、 ⼀ ⼈ ひ と り の 意 欲 に 加 え、 職 場 全 体 の 意 識 向 上 も 必 要 で あ る と 考 
え、 管 理 職 を 対 象 に、 ⼥ 性 活 躍 を 含 む ダ イ バー シ ティ ＆ イ ン ク ルー ジョ ン 推 進 の 意 義 や、 ア ン コ ン シャ 
ス・ バ イ ア ス へ の 理 解 促 進 な ど を テー マ と し た セ ミ ナー を 実 施。   
⻑ 時 間 労 働 が 常 態 化 し た 職 場 環 境 で は、 ⼦ 育 て 世 代 の ⼥ 性 が ⼗ 分 な 意 欲 を もっ て 活 躍 す る こ と が 難 し く 
な る と い う 側 ⾯ か ら、 ⻑ 時 間 労 働 の 削 減 を 実 施 す る こ と で、 安 ⼼ し て 働 く こ と を 継 続 で き る 職 場 ⾵ ⼟ を 
醸 成   
STEP   3 ︓ 【登 ⽤ ⽀ 援 ︓ 育 成・ 強 化 に 向 け た 取 り 組 み】   
管 理 職 を 含 む、 指 導 的 ⽴ 場 に 登 ⽤ す る た め の 前 段 階 と し て、 モ チ ベー ショ ン 向 上 を ⽬ 的 と し た 研 修 を、 
性 別 に 関 わ ら ず 実 施。 そ の 中 で は、 ⾃ ⾝ の キャ リ ア プ ラ ン を 考 え る きっ か け を 提 供。   
出 産 な ど、 様々 な ラ イ フ イ ベ ン ト に よ り 登 ⽤ の 機 会 が 損 な わ れ る こ と が な い よ う に、 適 正 な ⼈ 事 評 価 に 
基 づ い た リー ダー 登 ⽤ を 実 施   
近 い 将 来 マ ネー ジャー に 相 当 す る 職 位 を ⽬ 指 す ⼥ 性 社 員 を 中 ⼼ に、 ⼥ 性 を は じ め と す る 多 様 な 個 性 が 活 
躍 す る 重 要 性 や、 キャ リ ア プ ラ ン 構 築 に 向 け た セ ミ ナー を 実 施。 様々 な 場 で 活 躍 す る ⼥ 性 社 外 取 締 役 か 
ら 直 接 レ ク チャー を 受 け、 ⾃ ら 多 様 な キャ リ ア プ ラ ン を 描 く 重 要 性 を 理 解 す る こ と で、 管 理 職 登 ⽤ へ の 
意 欲 を 喚 起   
社 会 に 向 け た ⼥ 性 活 躍 へ の 取 り 組 み   
⼥ 性 が い き い き と 活 躍 で き る ⽀ 援 の 輪 を 社 会 へ と 広 げ て い く た め に、 特 に ⼥ 性 の ⼈ 権 問 題 が 深 刻 な タ ン 
ザ ニ ア の 「さ く ら ⼥ ⼦ 中 学 校」 の ⽀ 援   
優 秀 な ⼥ ⼦ 学 ⽣ の 教 育 環 境 を 整 え る こ と で、 将 来 の 就 業、 活 躍 が で き る よ う サ ポー ト を 推 進   
LGBTQ の 理 解 促 進   
従 業 員 ⼀ ⼈ ひ と り の 多 様 な 性 （性 的 指 向 や 性 ⾃ 認 を 含 む） を 尊 重 し、 ⾃ 分 ら し い 環 境 で 能 ⼒ を 発 揮 で き 
る 環 境 整 備 を す る と 共 に、 当 事 者 に 対 す る 理 解 を 促 進 す る 取 り 組 み   



   

管 理 者 向 け の マ ネ ジ メ ン ト 教 育 の 中 で は、 国 籍・ ⼈ 種・ 宗 教・ 学 歴・ 年 齢 な ど に 加 え て、 多 様 な 性 に つ 
い て の 理 解 に 基 づ く ⼈ 権 尊 重 の た め の 研 修 を 実 施 す る な ど、 ⼈ 権 啓 発・ 教 育 を 推 進   



  
   

⽇ 本 ⽣ 活 協 同 組 合 連 合 会   

理 事 ⼥ 性 ⽐ 率   32.43 ％   37 ⼈ 中 12 ⼈   

「コー プ SDGs ⾏ 動 宣 ⾔」 の 7 つ の 取 り 組 み   

ジェ ン ダー 平 等 （男 ⼥ 平 等） と 多 様 な ⼈々 が 共 ⽣ で き る 社 会 づ く り を 推 進 し ま す   

私 た ち は、 地 域 に お け る 活 動 を 通 じ て、 社 会 の ジェ ン ダー 平 等 と 多 様 な ⼈々 が 共 ⽣ で き る 社 会 の 実 現 
に 貢 献 し ま す。 ⼥ 性 も 男 性 も、 誰 も が 元 気 に、 ⽣ き が い を 持っ て 働 き 続 け ら れ る ⽣ 協 づ く り を 進 め ま 
す。   

・ 多 様 な ⼈々 が 共 ⽣ で き る 社 会 づ く り   
・  誰 も が 元 気 に、 ⽣ き が い を 持っ て 働 き 続 け ら れ る   
多 様 な ⼈ 材 が 働 く 元 気 な 組 織   
  

  ⽣ 協 で は、 時 代 の 変 化 に 対 応 し た ⼈ 材 の 育 成 と 活 ⽤ に 努 め、 誰 も が 元 気 に 働 き 続 け ら れ る よ う、 ⾵ 
通 し の 良 い 組 織 ⾵ ⼟ づ く り を 進 め て い ま す。   
さ ま ざ ま な 雇 ⽤ 形 態、 ラ イ フ ス テー ジ の ⼈々 が ⽣   
き が い を 持っ て 働 き 続 け ら れ る 組 織 を ⽬ 指 し た 取 り   
組 み   
⽇ 本 ⽣ 協 連 は、 2017 年 度 に 「全 国 ⽣ 協・ ⼈ づ く り ⽀ 援 セ ン ター」 を ス ター ト さ せ、 ⽣ 協 職 員 が 家 族 の 
転 勤 や 介 護 等 の や む を 得 な い 事 由 で 他 県 転 居 を す る 際 に、 転 居 先 の ⽣ 協 で 働 き 続 け ら れ る 仕 組 み 「⽣ 
協 ⼈ 材 コ ネ ク ト 『転 居 ⼈ 材 対 応 機 能』」 に 取 り 組 ん で い ま す。 経 験 豊 か な ⼈ 材 の 継 続 確 保 と   
職 員 が 安 ⼼ し て 働 き 続 け ら れ る 環 境 づ く り に つ な げ ら れ る よ う、 54 ⽣ 協・ 1 関 連 団 体 が 「⽣ 協 ⼈ 材 コ 
ネ ク ト」 （転 居 対 応） に 登 録。   
全 国 ⽣ 協・ ⼈ づ く り ⽀ 援 セ ン ター で は 「⼥ 性 幹 部 交 流 会」 を、 2018 年 8 ⽉ に 東 京 で、 10 ⽉ に は 京 都 で 2 
⽇ 間 に わ たっ て 開 催 し、 全 国 36 ⽣ 協 か ら 68 ⼈ の ⼥ 性 管 理 職 職 員 が 参 加。   
交 流 会 1 ⽇ ⽬ は、 他 企 業 の ⼥ 性 執 ⾏ 役 員 の 講 演 と、 外 部 講 師 か ら 「⾃ 分 も 相 ⼿ も 尊 重 し た 上   
で、 誠 実 に 率 直 に 対 等 に ⾃ 分 の 要 望 や 意 ⾒ を 相 ⼿ に 伝 え る コ ミュ ニ ケー ショ ン」 を 学 ぶ 研 修。   
2 ⽇ ⽬ は、 担 当 業 務 が 近 い 参 加 者 で グ ルー プ に な り、 仕 事 で ⼤ 切 に し た い こ と、 現 状 の 悩 み や 課 題 を 出 
し 合っ た 後、 全 体 交 流 の 場 で 各 ⾃ が ⽣ 協 に 戻 り 実 ⾏ す る こ と を 1 ⼈ ず つ 発 表 す る 「⾏ 動 宣 ⾔」   



  
  

   

(株) ヤ ク ル ト 本 社   

役 員 ⼥ 性 ⽐ 率   10.00%   

CSR 活 動   Corporate   Social   Responsibility   

従 業 者・ ⼈ 権   

年 齢・ 性 別・ 学 歴 を 問 わ ず、 能 ⼒・ 意 欲・ 適 性 を 踏 ま え た 最 適 な ⼈ 員 配 置 を 推 進。   
個 性 を 尊 重 し、 主 体 性 と 創 造 性 を 持っ た ⼈ 材 が 集 ま り、 ⾃ 由 闊 達 で 開 か れ た 企 業 ⾵ ⼟ が 醸 成 さ れ る よ 
う 尽 ⼒。   
・ 個 性 を 尊 重   
・  主 体 性 と 創 造 性   
・  ⾃ 由 闊 達 で 開 か れ た 企 業 ⾵ ⼟   
2016 年 4 ⽉ に 施 ⾏ さ れ た 「⼥ 性 活 躍 推 進 法」 に つ い て も、 法 の 趣 旨 に 沿っ た ⾏ 動 計 画 を 策 定   
1.   性 別 を 問 わ ず、 能 ⼒・ 意 欲・ 適 性 を 踏 ま え た 最 適 な ⼈ 員 配 置 の 推 進   
2.   キャ リ ア を 志 向 す る ⼥ 性 が、 仕 事 と 家 庭 を 両 ⽴ で き る た め の 職 場 環 境 の 充 実   
3.   明 確 な 数 値 ⽬ 標 の 設 定 お よ び ⾏ 動 計 画 の 策 定   
育 児 休 業 取 得 者 復 職 前 懇 談 会   
働 き や す い 職 場 環 境 づ く り の ⼀ 環 と し て、 育 児 休 業 を 終 了 す る 社 員 が 安 ⼼ し て 復 職 し、 復 職 後 も 仕 事 
と 育 児 を 両 ⽴ さ せ な が ら ⼗ 分 ⼒ を 発 揮 で き る よ う に、 さ ま ざ ま な 情 報 提 供 を ⾏ い サ ポー ト す る 場 と し 
て、 育 児 休 業 取 得 者 復 職 前 懇 談 会 を 開 催。   
育 児 休 業 取 得   
繰 り 越 し 限 度 を 超 え た 有 給 休 暇 を 「保 存 休 暇」 と し て、 「育 児 休 業」 や 「介 護 休 業」 を 取 得 す る 際 に 
使 ⽤ が 認 め ら れ て お り、 こ れ に よ り 男 性 の 育 児 休 業 取 得 は 増 加 傾 向。   



資 料 8.   関 連 す る 社 会 的 ニュー ス   
  
※ ⽇ 経 新 聞 2019 年 3 ⽉ 7 ⽇)   
「国 際 労 働 機 関 （ ILO ） は 7 ⽇、 2018 年 に 世 界 の 管 理 職 に 占 め る ⼥ 性 の 割 合 は 27.1% だっ た と す る 報 告 書 
を 発 表 し た。 ゆ る や か に 上 昇 し て い る も の の、 職 場 で の 男 ⼥ 格 差 は 依 然 ⼤ き い。 ⽇ 本 は 12% と 主 要 7 カ 
国 （ G7 ） で 最 下 位。 ⼥ 性 の リー ダー 層 へ の 登 ⽤ は 遅 れ て い る。」   
「報 告 書 に よ る と、 世 界 の 企 業 な ど で 管 理 職 に 就 く ⼥ 性 の 割 合 は 1991 年 は 24.8% で、 過 去 27 年 間 で 2.3 
ポ イ ン ト 上 昇 し た。 地 域 別 で は ⽶ 州 が 39% と 最 も ⾼ く、 ア ジ ア 太 平 洋 は 22.5% 。 最 も 低 かっ た の は ア ラ 
ブ 諸 国 で 11.1% だっ た。」   
「 ILO は 「改 善 の ス ピー ド は 遅 く、 ⽔ 準 も 依 然 低 い。 育 児 や 介 護 な ど に 追 わ れ て い る の が ⼀ 因」 と 分 析 
す る。 6 歳 未 満 の ⼦ ど も が い る ⼥ 性 の 管 理 職 の 割 合 は 25% と、 い な い 場 合 に ⽐ べ 6 ポ イ ン ト 低 い。 こ う し 
た 無 給 の 仕 事 に 費 や す 時 間 は ⼥ 性 が 1 ⽇ 平 均 4 時 間 25 分、 男 性 は 1 時 間 23 分 と なっ て い る。 今 の ペー ス で 
い く と、 こ の 格 差 を 解 消 す る に は 「 209 年 か か る」 と 予 測 し て い る。」   
  
※  ダ イ ヤ モ ン ド・ オ ン ラ イ ン   2021 年 2 ⽉ 16 ⽇  ︓   
⼥ 性 役 員 ⽐ 率 が ⾼ い ⼤ 企 業 ラ ン キ ン グ 【全 566 社・ 完 全 版】   |   DIAMOND ラ ン キ ン グ ＆ デー タ   
「⼥ 性 役 員 ⽐ 率 が 46.15 ％ で 1 位 と なっ た の は、 資 ⽣ 堂 （時 価 総 額 は 3 兆 0728 億 円） と ロー ソ ン （同 5376 
億 円） の 2 社 で あ る。   
  時 価 総 額 が ⼤ き い 資 ⽣ 堂 か ら ⾒ て い こ う。 同 社 の ⼥ 性 役 員 は 6 ⼈ で、 男 性 役 員 が 7 ⼈ と い う 構 成 に なっ 
て い る。 ち な み に トッ プ の ⿂ ⾕ 雅 彦 社 ⻑ 兼 CEO （最 ⾼ 経 営 責 任 者） は、 ⼥ 性 役 員 ⽐ 率 の 向 上 を ⽬ 指 す 「 
30 ％ ク ラ ブ・ ジャ パ ン」 の 会 ⻑ を 務 め て い る。   同 ク ラ ブ は 英 国 発 祥 の 組 織 で、 ⽇ 本 で は 19 年 に 発 ⾜ し 
た。 資 ⽣ 堂 の ほ か、 味 の 素 や 花 王、 キ リ ン ホー ル ディ ン グ ス な ど の ⼤ ⼿ 企 業 トッ プ が メ ン バー に 名 を 連 
ね て お り、 ⼥ 性 活 躍 に 向 け た 課 題 や 解 決 策 に つ い て、 議 論 を 重 ね て い る。   
  ロー ソ ン の ⼥ 性 役 員 も 6 ⼈、 男 性 役 員 が 7 ⼈ と なっ て い る。 新 卒 採 ⽤ の 男 ⼥ ⽐ 率 5 割 を ⽬ 指 す な ど、 同 
社 も 職 場 の ⼈ 材 の 多 様 性 （ダ イ バー シ ティー） を ⾼ め る 取 り 組 み に は 熱 ⼼ だ。 男 性 の 育 児 休 職 の 取 得 を 
促 進 す る ⽬ 的 で 「イ ク メ ン キャ ン ペー ン」 も 推 進 し て お り、 18 年 度 以 降 の 取 得 率 は 90 ％ を 超 え て い る。   
  3 位 は 新 ⽣ 銀 ⾏ （同 3525 億 円） で、 40.0 ％ だっ た。 ⼥ 性 役 員 が 4 ⼈、 男 性 役 員 が 6 ⼈ と なっ て い る。   
  同 社 は 18 年 に 「ダ イ バー シ ティ 推 進 室」 と 「グ ルー プ ⼥ 性 活 躍 推 進 委 員 会」 を 設 置。 ま た 19 年 に は 
「⼥ 性 ⼈ 材 育 成 プ ロ グ ラ ム」 を 開 始 し て、 ⼥ 性 管 理 職 を 育 て る 体 制 を 整 え て い る。」   
「上 位 9 社 ま で の 顔 触 れ を 確 認 し て お こ う （ 10 位 は 同 着 で 5 社 も 該 当 し た た め 本 ⽂ で は 割 愛）。   
  4 位 は ディー・ エ ヌ・ エー （サー ビ ス 業、 時 価 総 額 は 2729 億 円）、 ア ン ビ ス ホー ル ディ ン グ ス （サー 
ビ ス 業、 同 1400 億 円）、 プ レ ス テー ジ・ イ ン ター ナ ショ ナ ル （サー ビ ス 業、 同 1036 億 円） の 3 社。 ⼥ 性 
役 員 ⽐ 率 は、 い ず れ も 33.33 ％ だっ た。   
  7 位 は 30.0 ％ の エ ム ス リー （サー ビ ス 業、 同 5 兆 9437 億 円） と ス ギ ホー ル ディ ン グ ス （⼩ 売 業、 同 
4737 億 円）。 9 位 は 28.57 ％ の コー セー （化 学、 同 1 兆 0773 億 円） と なっ て い る。   
  最 後 に、 ⼥ 性 役 員 ⽐ 率 が 2 割 以 上 の 76 社 に つ い て、 社 数 が 多 かっ た 業 種 を チェッ ク し て お こ う。   
  そ れ ぞ れ 12 社 で 最 も 多 かっ た の が サー ビ ス 業 （時 価 総 額 の 平 均 値 は 1 兆 3913 億 円） と ⼩ 売 業 （同 6587 
億 円）。 次 い で 10 社 の ⾷ 料 品 （同 1 兆 2159 億 円）、 7 社 の 化 学 （同 8487 億 円）、 6 社 の 情 報・ 通 信 業 （同 
2 兆 1350 億 円） と い う 順 番 と なっ た。」   
  
※  朝 ⽇ 新 聞   2020 年 7 ⽉ 30 ⽇   
ジェ ン ダー 平 等 の 実 現 に 向 け、 朝 ⽇ 新 聞 社 は 「 30 ％   Club   Japan 」 に 加 盟 し ま し た   
「株 式 会 社 朝 ⽇ 新 聞 社 （代 表 取 締 役 社 ⻑ ︓ 渡 辺 雅 隆） は、 本 ⽇ 7 ⽉ 30 ⽇、 「 30 ％  Club  Japan 」 の メ ディ   
ア グ ルー プ に 加 盟 し ま し た。 私 た ち は 4 ⽉ １ ⽇ に 「朝 ⽇ 新 聞 社 ジェ ン ダー 平 等 宣 ⾔」 を 公 表 し、 コ ン テ 
ン ツ と そ の 作 り ⼿ に お け る 男 ⼥ 格 差 の 解 消 を ⽬ 標 に 掲 げ て い ま す。 新 聞 社 と し て は 初 め て、 「 30 ％   
Club  Japan 」 に 参 画 す る こ と に よっ て、 ジェ ン ダー 平 等 の 実 現 に 向 け た 取 り 組 み を 加 速 さ せ て い き ま  
す。   
  「 30 ％  Club 」 は 2010 年 に 英 国 で 創 設 さ れ た、 企 業 の 重 要 意 思 決 定 機 関 に 占 め る ⼥ 性 割 合 の 向 上 を 通  
し て 企 業 の 持 続 的 成 ⻑ の 実 現 を ⽬ 的 と す る 世 界 的 な キャ ン ペー ン で、 現 在 14 カ 国 で 展 開 さ れ て い ま す。 
「 30 ％  Club  Japan 」 は 2019 年 5 ⽉ に 発 ⾜。 企 業、 メ ディ ア、 ⼤ 学、  ⾦ 融 機 関 な ど 55 名 の 企 業・ 組 織 の    
トッ プ が 加 盟 し、 2030 年 ま で に TOPIX100 の 役 員 に 占 め る ⼥ 性 の 割 合 を 30 ％ に す る こ と を ⽬ 標 に し て い 
ま す。 朝 ⽇ 新 聞 社 は こ の キャ ン ペー ン の 趣 旨 に 賛 同 し、 メ ディ ア グ ルー プ の ⼀ 員 と し て、 ジェ ン ダー 格 
差 の 解 消 と 多 様 性 確 保 の た め の 情 報 発 信 に ⼒ を ⼊ れ て い き ま す。」   
  
※  琉 球 新 報   2021 年 2 ⽉ 25 ⽇   
「３ ⽉ ８ ⽇ の 「国 際 ⼥ 性 デー」 に 合 わ せ た オ ン ラ イ ン 企 画 「森 ⽒ の 発 ⾔ と ス ポー ツ 界 の ジェ ン ダー 平 
等」 に 法 学 者 で ⽇ 本 ラ グ ビー フッ ト ボー ル 協 会 理 事 の ⾕ ⼝ 真 由 美 ⽒ が 登 場 し ま す。   



  ラ グ ビー フッ ト ボー ル 協 会 の 仕 事 に 専 念 す る た め、 メ ディ ア 露 出 を 控 え て い る ⾕ ⼝ ⽒ が こ の タ イ ミ ン 
グ で ど う し て も 伝 え た い こ と は な ん で しょ う か。 ウェ ビ ナー を 前 に 取 材 し ま し た。     
 ー 東 京 五 輪・ パ ラ リ ン ピッ ク 組 織 委 員 会 の 会 ⻑ だっ た 森 喜 朗 ⽒ が ⼥ 性 蔑 視 発 ⾔ で 辞 任 に 追 い 込 ま れ た 
の は 記 憶 に 新 し い と こ ろ で す。 森 さ ん の 発 ⾔ が な ぜ こ れ だ け 問 題 と な り、 辞 任 に ま で 追 い 込 ま れ た の で 
しょ う か。   
  五 輪 の 根 本 的 な と こ ろ に 関 わ る か ら。 五 輪 憲 章 が 有 名 だ が、 実 は 五 輪 は い ろ ん な ルー ル を 決 め て い 
る。 東 京 五 輪 は ⼤ 会 の 準 備・ 運 営 で 調 達 が 必 要 な す べ て の 物 品 に 「持 続 可 能 性」 へ の 配 慮 を 求 め た 「調 
達 コー ド」 を 定 め て い る。 そ の 中 に は 環 境 へ の 配 慮 の ほ か に、 性 別 や 性 的 指 向 で 差 別 さ れ な い こ と も 記 
さ れ て い る。 こ れ だ け 細 か く 決 め る の は い ろ ん な 国 の 多 様 な ⼈ が 参 加 す る か ら、 共 通 の ⽬ 線 を 持 た な い 
と い け な い た め。   
  オ リ ン ピッ ク・ パ ラ リ ン ピッ ク は グ ロ バー ル ス タ ン ダー ド と は な ん ぞ や︖ を 知 ら せ て も ら う い い 機 
会。 世 界 の ス ポー ツ の ⽔ 準、 環 境 問 題 へ の 取 り 組 み の ⽔ 準 な ど 世 界 の 潮 流 に 乗っ て い な い 国 で 開 催 す る 
こ と を 想 定 し て い な い と い う 建 前 を Ｉ Ｏ Ｃ （国 際 オ リ ン ピッ ク 委 員 会） も 持っ て い る。 ス ポー ツ を す る 
こ と は ⼈ 権 の ⼀ 部 だっ た り、 平 和 の た め だ と 五 輪 憲 章 で 決 め て い る の に、 今 回 の 森 さ ん の 発 ⾔ に よっ 
て、 ⽇ 本 で は 安 ⼼ 安 全 に 暮 ら せ な い ⼀ つ の 性 が い る こ と が 明 ら か に なっ た、 と い う 意 味 で と て も 重 い。   
  ま た 今 回 の 東 京 五 輪 は 出 場 選 ⼿ の 48 ％ が ⼥ 性 で、 こ れ ま で の 五 輪 の 中 で １ 番 参 加 率 が ⾼ い。 「ジェ ン 
ダー 平 等」 を も の す ご く 掲 げ ら れ る は ず の 五 輪 で、 組 織 委 員 会 の トッ プ が 全 く そ ん な 意 識 が な かっ 
た。」   
 ー 森 ⽒ の 発 ⾔ は ⽇ 本 社 会 で の ジェ ン ダー の 問 題 だ け で な く、 ス ポー ツ 界 の ジェ ン ダー と い う 問 題 も 関 
係 し て い る と 思 い ま す。   
  

  そ も そ も ス ポー ツ 界 は 男 尊 ⼥ 卑 の 塊 み た い な と こ ろ。 近 代 ス ポー ツ は イ ギ リ ス の パ ブ リッ ク ス クー ル 
か ら 派 ⽣ し て い る。 ⼤ 英 帝 国 の 覇 権 を 守 る 指 揮 官 と し て 動 く た め に、 パ ブ リッ ク ス クー ル で 男 性 に 施 さ 
れ た 教 育 の ⼀ 環 が 近 代 ス ポー ツ の 成 り ⽴ ち。 も と も と ⼥ 性 は 排 除 さ れ て い る。 だ か ら、 ス ポー ツ に お け 
る ⼀ 流 は 男 性 で、 ⼥ 性 は ⼆ 流 だっ た ん で す。 ス ポー ツ は さ わ や か な も の、 よ き も の と し て 語 ら れ る が、 
実 は 差 別 構 造 を 内 包 し て い る。 ⼥ 性 指 導 者 の 少 な さ が セ ク ハ ラ の 温 床 と なっ て い る と い う 問 題 も あ る。   
  ⽇ 本 的 に ⾔ う と 体 育 会 系 の 上 意 下 達 や、 有 無 を ⾔ わ せ な い 先 輩 後 輩 の 関 係 性 の 中 で ⽇ 本 の ス ポー ツ 界 
は 進 ん で き た。 で も ス ポー ツ の 語 源 は 「楽 し む」。 ど う やっ て 本 来 の 意 味 の ス ポー ツ に な る か。 時 代 に 
合 わ せ た 形 で 社 会 が 変 わっ て い る の に、 ス ポー ツ だ け が 変 わ ら な い の は あ り 得 な い。   
 ー ラ グ ビー フッ ト ボー ル 協 会 の 仕 事 に 専 念 す る た め、 メ ディ ア で の 仕 事 を 「卒 業」 し た ⾕ ⼝ さ ん が、 
今 回 琉 球 新 報 の オ ン ラ イ ン 企 画 に 出 演 す る の は な ぜ で す か。   
  沖 縄 に は ⽣ き ⽣ き し て い る ⼥ 性 た ち も た く さ ん い る が、 根 底 に あ る ジェ ン ダー 差 別 は 根 強 い と 感 じ て 
い る。 トー トー メー （位 牌） 継 承 問 題 に 代 表 さ れ る 固 定 化 さ れ た ジェ ン ダー 役 割 が 残っ て い る。 森 さ ん 
の 発 ⾔ も そ う だ け ど、 時 代 に 合 わ せ て アッ プ デー ト し て い か な い と い け な い。 アッ プ デー ト す る た め に 
必 要 な の は ⼈ 権 を 学 ぶ こ と。 ⼈ 権 は ⼈ 間 の 中 に も と も と 備 わっ て い る 感 情 で も 欲 求 で も な い か ら、 学 ば 
な い 限 り 理 解 で き な い。   
  こ れ を 機 に 男 性 も アッ プ デー ト し な い と い け な い し、 男 性 の 論 理 で 動 い て き た ⼥ 性 た ち も アッ プ デー 
ト し な い と い け な い。 ⼥ の ⼈ た ち が アッ プ デー ト で き て い な い と 感 じ る の は、 た と え ば 「嫁 姑 問 題」 が 
な ぜ 固 定 化 さ れ て 続 い て い る の か。 嫁 姑 が 争 う 必 要 は 本 来 な い。 ま た、 ⼥ の ⼈ が 主 に ⼦ 育 て を 担っ て い 
る な ら、 男 社 会、 ジェ ン ダー 規 範 を 再 ⽣ 産 し て い る の は ⼥ の ⼈ の ⽅ だっ た り す る。 「男 の ⼦ は 泣 い ちゃ 
だ め」 と か ⼦ ど も に ⾔っ て い る。 男 ⼥ こ だ わ ら ず、 み な さ ん アッ プ デー ト し よ う。」   
  
※ 英 国 Guardian 紙   2019 年 6 ⽉ 16 ⽇   
Scouting   for   girls   gives   group   its   biggest   boost   in   years   
Nearly  a  third  of  beavers,  cubs  and  scouts  are  now  female  after  Baden  Powell’s  boy-only  rule  was                   
dropped   in   2007   
⼥ ⼦ の た め の ス カ ウ ティ ン グ で、 グ ルー プ は 近 年 最 ⼤ の 盛 り 上 が り を み せ て い る   
2007 年 に 男 ⼦ の み と い う ベー デ ン パ ウ エ ル の ルー ル が 解 除 さ れ て、 今 や、 ビー バー、 カ ブ、 ス カ ウ ト の 
3 分 の 1 近 く が ⼥ 性   
  

Chief   scout   Bear   Grylls:   ‘We’ve   come   a   long   way   since   Scouting   for   Boys’.     
Girls  have  been  the  revelation,  though.  Hussain  says  they  make  up  more  than  70%  of  members,  and                   
there’s  a  waiting  list  that  would  double  their  size.  “We’re  really  girl-heavy.  It’s  amazing,”  she  says,  as  she                    
rattles  off  the  list  of  activities  on  offer,  from  axe-throwing  to  rifle-shooting  and  trekking.  “But  it’s  always  the                    
girls   first   at   it.”   
  



Hussain  believes  scouts  have  made  the  whole  community  more  sociable  and  cohesive.  It  is  having  an                  
impact  on  school  life  too,  she  says.  “The  teachers  tell  us  it’s  really  obvious  which  children  go  to  scouts                     
because   they’re   more   independent   and   very   good   at   problem   solving.”   
  

CJ  Ledger,  a  mother  of  two  and  a  scout  leader  in  Ashford,  Middlesex,  says  scouting  had  to  move  with                    
the  times  or  fade  into  obscurity.  A  girl  guide  as  a  teenager,  she  believes  that  the  “wild  child”  outdoors                     
ethic   of   scouting   is   what   gives   it   the   edge   over   girl   guides   and   brownies.   
  

“In  a  society  which  is  so  risk-averse,  I  think  scouting  gives  kids  a  chance  to  do  things  their  parents                     
probably   wouldn’t   allow   them   to   do   –   but   in   a   safe   environment,”   she   says.   
  

Girl  guiding  is  still  Britain’s  biggest  youth  organisation  for  girls,  with  around  400,000  members,  according                 
to  Ruth  Marvel,  the  group’s  deputy  chief  executive.  But  numbers  are  down  on  last  year,  and  about  half  of                     
what   they   were   in   the   1970s   heyday.   
  

Marvel  says  that  this  is  more  to  do  with  a  shortfall  of  volunteers  and  less  about  the  rising  popularity  of                      
scouts.  But  she  concedes  that  the  guides  movement  has  to  evolve  to  stay  relevant.  To  that  end  it                    
recently   asked   70,000   of   its   guides   to   identify   the   issues   they   cared   about   most.   
  

Scouts   march   back   into   Britain's   inner   cities   as   membership   soars   
“They  told  us  about  gender  stereotyping  and  gender  discrimination  all  the  way  through  to  animal  rights                  
and  the  environment.  So  we  have  taken  that  on  board,”  she  says.  And  there  are  new  badges  for  skills                    
such   as   vlogging,   aviation   and   campaigning.   
  

But   would   the   guides   consider   the   ultimate   update   and   allow   boys   in?   
  

“It’s  something  we  think  about  quite  a  lot,”  says  Marvel.  But  when  it  was  put  to  the  members,  she  says,                      
the   overriding   response   was   that   they   value   their   “girls-only”   space.   
  

“What  we  offer  is  more  relevant  than  ever  in  terms  of  giving  girls  opportunities  to  genuinely  explore  who                    
they   are   and   what   they   want   to   be,   and   without   having   anyone   telling   them   that   that’s   not   OK,”   she   says.   




